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○○○○	 

○○○○（論文タイトル・和文）○○○○	 

－○○（サブタイトル・和文）○○－	 
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********（論文タイトル・英文）********	 

-	 ********（サブタイトル・英文）********	 -	 
（英文タイトル） 
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Ⅰ	 はじめに	 1 

	 2 
	 	 3 
	 4 

	 5 

Ⅱ	 ○○○（章のみだし）	 6 
	 7 

１	 ○○○（節の見出し）	 8 
	 9 
１）○○○（項の見出し）	 10 

原稿種目 

和文の著者名と所属 
（	 ×	 でわからないようにする） 

英文の著者名と所属 
（	 ×	 でわからないようにする） 

ここから本文（2段組）です。行番号
は削除しないこと。 

投稿原稿フォーマット	 

	 このフォーマットは、研究論文および総説を前提に作成しています。報告ほかの投稿の場合は、英文要旨等は不

要です。吹き出し・テキストボックス・赤字の箇所は説明用につけたもので、原稿作成時には削除して下さい。	 

引用文献の記入例は原稿執筆要項にあるものを掲載しました。適宜、上書きする等してご利用下さい。	 
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	 図表・写真は、別途１枚ずつ作成してい

ただきますが、本文中に図表を縮小して挿

入し、実際に判読できるか確認できるよう

にしてください（ファイルが過度に重くな

らないよう注意願います）。 
	 高解像度のものを一点ずつ手元で保存し

ておき、入稿時に編集委員会より求められ

た場合にはすぐに提出できるよう準備して

おく 
 
 

図１	 ○○と××との関係	 
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Ⅴ	 おわりに	 17 

	 18 
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＊欧文の文献の場合、単行本や雑誌の名称はイタリック50 
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＊同一年に同一著書の引用があった場合、著者名，年の52 
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引用文献が単行本の場合 

引用文献が単行本中の分担

執筆論文等の場合 

引用文献が雑誌の場合 

Webサイトからの引用の場
合（末尾に、最後に確認した

年月日を入れる） 
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 ○図表原稿は、原稿本文に埋め込むとともに、できるだけ原稿本文に続けて付け、1つの
ファイルにまとめるものとするが、１つのファイルにまとめることが困難な場合は、ファ

イルをわけてもよい。 
その場合、ファイル名は、 
投稿原稿（著者名）1 
投稿原稿（著者名）2 
…	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 のようにする。 


